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i　はじめに
　1992年度より保母養成教育課程が改訂されたが，そ
の重要項目のひとつに，F保育ニーズの多様化に対応で
きる保母養成」があげられ，保母養成校においてはそ
のための教科目の見直しと新たな科目の開設がはから
れ現在に至っている。
　しかし，少子・高齢化社会が進展する状況の中で，
福祉施設の統合化・複合化が進行し，さらに保育・福
祉ニーズが極めて多様化し，福祉専門職の専門性が分
化しつつある今日，保母養成校おける教育課程，いわ
ゆるカリキュラムはこのような変化に対応できる十分
な教育体制になっているだろうか。
　また1995年度の保母養成校保母資格取得者の就職状
況をみると，保育所が38．4％，保育所以外の児童福祉
施設が3．1％，その他の福祉施設が5．3％となっている。
少数とはいいながらも，保育所以外の児童福祉施設だ
けでなく，知的障害岩施設，身体障害者施設，高齢者
施設にまで進路が広がってきている状況がある。保母
という資格は，児童福祉の分野の専門職として社会的
に認知されてきてはいるが，資格取得のための保母養
成カリキュラムは，厚生省告示教科目の変遷（1952年
から，1991年のいわゆる改正保母養成教育課程まで）
をみても保育所保母の養成を中心に組み立てられてお
り，このような状況の変化に先行あるいは追随できる
十分な学びと専門性を習得でき』る内容にはなっていな
いのではないだろうか。複雑多様化・高度化・個別化
する保育・福祉ニーズに対応できる保母養成教育のあ
り方，さらに卒業後の現職教育のあり方はどの様であ
るべきなのか。
　本稿では，このような問題意識に立ち，保母養成校
学生（以下，学生）・保育所保母・保育所以外の児童福
祉施設の保母（以下，施設保母）がそれぞれ保母養成
校のカリキaラムおよび現職教育にどのような教科目
を開設することを求めているかの調査により，保育所
保母・施設保母に必要な専門性の確保に保母養成校が
どのように対応していかなければならないのか検討し
たいe
ll調査の概要
1．調査対象
　学生；県立新潟女子短期大学生活科学科生活福祉専
攻2年生（41人）
　保育所保母；新潟県内公・私立保育所保母（48施設
48人）
　施設保母；新潟県内児童福祉施設保母（心身障害児
通園事業および重度心身障害児小規模通園事業を含む
32施設64人）
2．調査方法
　学生にっいては1995年ll月に大学講義時間の中で，
保育所保冊にっいては11月に新潟県保母会主催の中堅
保母継続研修会を利用し，調査用紙を配布しその場で
回答してもらい回収した。施設保母については11月に
各施設に郵送で調査用紙を配布，回収したeその結果，
生活福鑑専攻
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学‘i三4】ノN，　イ耳毛￥∫ll斤｛呆慨（纏ii験ゴF数17，97勾三）48／x，　t暉設
保鳳（経験年数19．39年）54人（回収率84．・1％）の回答
を得た。
3．調査内容
　1991年の厚生省告示・通知教科目otよる県立新潟女
子短期大学生活科学科生活福祉塩攻の保母・義成課程の
教科目（32科目），社会福祉関連教科貝（20科目），介
護福祉関連教科目（3科目），闊連教養科田（8科目）
について，「保母養成校として，学生にとって必要と思
う科目（以下，保母義成校カリキ凸ラム）」および「現
在または将来保母の現職教育として必要な科目（以下，
現職教育）」に該当する科回を回答する調査用紙で実施
したe
　なお本稿では，保育所保母：・施設保母に必要な専門
性の確保についての考察であるため関連教養科目を除
き，55科目について，まず「保育の本質・屠的の理解
に闘する科屋（図・表では保育・本質，以下同し）」「保
育の対象の理解に関する科日（保育・対象）」「保育の
内容．・方法の理解に闘する科目（保育・内容）」「基礎
技能（保育・技能）」「保育実習（保育・実習）」「社会
福祉各論（社会福挫。理論）」「社会福祉援助技術に関
する科目（社会福祉・披能）」「介護福祉に関する科目
（介護福祉）」の8つの系列に大別し，各系列について
の学生・保育所保母・施設保母の三者の要求度合を概
観する。次に各系列の科目についての三者の要求度合
を概観する。
珊　結果と考察
1．各系列についての学生・保青所保母・施設保母の
　要求度合
　ユ）　保母養成カリキュラムについての三者の要求度
　　合の比較
　各系列ごとの三者の要求度合の平均値を示したもの
が表1であり，グラフ化したものが図1－1である。
三者とも保母養成課程の教科目に関する系列が総じて
局い。そのなかでもとくに「保育・実習」が高くなっ
ていることからは，2年間という短い養成期間のなか
での専門職教育における実習教育の意義とその効果に
ついて共通の認識が持たれていることが確認できる。
とくに保母資格取得に必要な実習をすべて終えている
学生の要求愛合が抜きんでて商いことは，実習後のふ
り返りのなかでの学生自身の，保育実習での体験が，
撮母の専門性を実践的に学びつつ，自分自身をあらた
めて見つあ痘す機会になると同蒋に，その後の学習へ
の別心の持ちかた・や，卒業後の進路を決めていくこと
に少なからず影響を与えているといった言葉を裏付け
ている。
　一方で，これまで保母養成校でほとんど開設されて
いなかった「介護福祉」への要求度合が「社会福祉・
理論」r社会福祉・技能」よりも三者に共通して有意に
出現していることは注目すべきである。学生の度合が
他の二老に比べて高いのは，高齢化社会にあって介護
への関心が高く，近年の保母養成校保母資格取得者の
就職状況において高齢者施設への就職率が上がってい
ることからも理解できる。保育所保母については，新
潟県が全国的にみても高齢化率や三世代同居率が高
く，必然的に保育所につながる子ども・家族・地域の
日常的な暮らしの中に介護に関するニーズが具体的に
出現してきて，保育所保母が個別に鮒応していかなけ
ればならない場面が出てきていることによるとも推察
できる。実際に築者が保育実習の巡回指導で訪問した
M市の保育園で，園児の母親から同居する祖母の介護
についての相談があり，主任保母がM市のホームヘル
バー派遣事業につながる助言をして，育児・介護・仕
鱗の両立がなんとか可能になったという事例があるこ
とを聞いている。また施設においては，とくに障害児・
者施設における障害の重度化・重複化が顕著になって
きており，施設保母にとっては，介護福祉の専門的知
識，技術が日常的に必要になっていることを示駿する
ものであろう。「社会福祉・理論」「社会福祉・技能」
について，とくに施設保母からの要求度合が同様に高
い比率になっていることは，後述するところであるが，
施設保母に社会福祉専門職者としての力量が求められ
ている事を示している。今後はこれら3つの系列の教
科§を保母養成カリキュラムの中に組み込んでいく必
要があろう。
　2）現職教育に対する三者の要求度合の比較
　各系列ごとの三者の要求度合の平均値を示したもの
演表2であり，グラフ化したものが図1－2である。
三者の傾向をみると，学生は保母養成教育課程の教科
目全般と「介護福祇」に射して，保育所保母は「保育・
内容」及び「保育・技能」に対して，施設保母は「社
会福祉・技能」及び「介護福祉」に対して，それぞれ
要求度合が高くなっているe学生については，まだ現
職教育の必要性を具体的に実感できにくい状況にある
ことから，現在学習している，または関心のある教科
目への度合が高くなるのは当然である。ここで注目す
べきことは，保育所保母，施設保母ともに，それぞれ
に求められる専門的機能を反貌している知識・技能に
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表1　保母養成力1」キュラムについての三者の要求度合い
対象保育・本質保育・対象保育・内容保育・技能保育・実習社会福祉・理請社会福祉・技能介護福祉
学生（2年次）
保育所保母
施設保母
1．49
1．22
1．32
1、46
1．22
1．24
1．39
1．35
1．22
1．52
1．34
1．42
」?????? ﹇」??? O．75
0．7
0．79
O．71
0．88
0．84
1．04
0．96
0．84
裳2　現職教育についての三者の要求度合い
対　　象　　保育・本質保育・対象保育・内容保育・技能保育・実習社会福祉・理論社会福祉・技能介護福祉
学生（2年次）
保育所保母
施設保母
1ユ2
0．47
0．48
1．15
0．55
0．5
1．07
0．66
0．56
1．21
0．77
0．59
O．94
0．61
0．63
0．5
0．4
0．48
0．53
0．61
0．82
」?????＝????????
図1－1　保母養成カリキュラムについての三者の
　　　　要求度合い
1．S
l．6
1．4
1．2
0．S
o，6
0．4
0．2
　保育’対象　　保育・技能　社会福祉・倫理　　介護福祉
」翔学生（2年教）　園保青所保母　　圃施設保母
　図1－2
2
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1．6
1，4
1，2
0．8
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02
現職教育についての三者の要求度合い
傑育・本質　　保育・内容　　　保育・突習　　社会福祉・技能
　　保育・対象　　保育・技能　社会福祉・倫理　　介護福祉
　　i翔学生（2年次）　團保育所保母　　圖施設保母
関する教科目への関心が高いことである。日々の実践
活動の中では保育技術あるいは社会福祉援助技術と
いった専門的対入援助技術が欠かせないことは自明で
ある。しかしそれが今日の社会において援助を必要と
している利用者の問題を多面的にとらえ，携造的で多
様な保育・福祉ニーズを受けとめ応えていくことので
きる対人援助技術であるためには，保育の本質や社会
福祉の理念，利用者理解のあり方への深い関心と認識
に裏ずけられた内容であることが期待される。今後は
そういったことへの啓発を含め，保育所保母，施設保
母ともに要求度合いが低い「保育・本質」「保育・対象」
「社会福祉・理論」と連繁した「専門的対人援助技術」
を卒業後の現職教育の重点項目にあげていく必要があ
ろう。また保母養成校においてはr社会福祉・技能」
及び「介護福祉」に関する専門的知識・技術について
養成カリキュラムと連動して継続的に学習できる体制
を整備していくことが求められる。
2．各系列の教科目についての学生・保育所保母・施
　設保母の要求度合
　1）　「保育の本質・目的の理解に関する科目（保育・
　　本質）」
①養成カリキュラム「保育・本質」の各科目について
の三者の要求度合いが図2－1である。学生は，保育
原理と児童福祉論への要求度合いがとくに高く，社会
福祉演習への要求度合いが低いe保育所保栂は，科目
ごとの数値は低くなるが学生とほぼ同し傾向を示して
いる。保青原理，養護原理への要求度合いがやや高い。
一方施設保母は，どの科目にも箸しい差異はなく，社
会福祉演習が他の二者に比べて高い，さらに社会福祉
概論，児童福祉論が保育者保母に比べて高いという特
徴がある。
②現職教育「保膏・本質」の各科目についての三者の
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要求度合いが図2－2である。学生の要求座合いは，
全科1…1について他の二岩より高い。挫会福祉概講と社
会福擁演留への要求度脅いが低いが，祉会福祉演習へ
の要求度合いは掬頗リキaラ．1、への要求度合いより
も高くなっていることに注目したい。保育所保母，施
設保偲は，数値は低くなるが養成カリキュラムへの要
求度合いの傾向とほぼ同じである。両老の違いは，児
煮福祉論，保育原理，義繊原理について保育所保母が
施設保母より若干高く，逆に社会福祉概論と社会福祉
演習について施設保母のほうが保育所保偲より高いこ
とであるe
③f保育の本質・目的の理解に関する零｝目（保育・本
質）」への三者の嬰求度合いの特徴は，共通して養成カ
リキュラムへの要求度合いが現職教育への要求度合い
より高い，社会福祉概論と桂会福祉演習について，養
成カリキaラム，現職教育どちらについても施設保母
からの要求度合いが高く出ていることである。養成校
図2－1　保母養成力りキュラムギ保育・本質」につ
　　　　いての三者の要求度合い
〜?????｛?? ?
社会福祉厩講社会福祉演習児菰緬祉論　僻珊軽　韮謹原理　謝源理
圏学生　　園保宥所保艇　囲施設保母
Pd　2・－2　現職教育「保育・本質」についての三者の
　　　　要求度合い
???????????
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社会福鵬繋祉会都盛昭児茄逼祉論　保了源理　韮護1」；ミ理　教育源理
編学生　　細保育所保母　踊施設保母
の学びのなかで，社会福祉専門職巻である保愚の専門
性としての，人権の保障やノーマ掛ゼーショソなどの
社会福祉の基本理念，人潤観，児童観，福祉観，職業
的倫理観などについての理解を深めることが期待され
ているといえよう。
　2）　「保育の対象の理解に関する科目（保育・対象）」
　「保育の対象の理解に関する科目（保育・対象）」に
ついては，今日の多様な保育・福祉＝一ズに対応する
専門職性の養成，教育という観点から，図3－1，
図3－2のく発達心理学，教育心理学，臨床心理学，
精神保健〉の各科目についての三者の要求度合いおよ
び，図3－3，図3－4の〈小児保健，小児保健実習，
小児栄養，小児栄養突習〉の各科目についての三者の
要求度合いに分けて概観する。
①養成カリキュラム「保育・対象」〈発達心理学，教育
心理学，臨床心理学，精神保健〉の各科目についての
三者の要求度合いが図3－1である。学生は，他の二
者に比ぺて精神保健が突出して高く臨床心理学が低
い。発達心理学，教育心理学への関心はみられるが他
の：二者に比べて低い。保育所保母は，臨床心理学がや
や低いが，要求度が高い発達心理学をはじめ，教育心
理学，精神保健にも関心を示している。施設保母は，
保育所保母と同様に発達心理学への要求度が高いが，
どの科目にも薯しい差異はなく，保育所保母に比べて
平均して要求度が高い。施設保母にとって，日々向き
合っている子どもや家庭，地域の援助を必要とする状
況は容易に解決できるものではなく，きわめて内面的
で個別牲のある専門的援助の在り方が求められている
実態があり，心理面への要求度合いが高くなeている
と考えられるご
②現職教育「保育・対象」〈発達心理学，教育心理学，
臨床心理学，精神保健〉の各科目についての三者の要
求度合いが図3－2である。学生，保育所保母，施設
保偲いずれも，養成カリキ＝一ラムに比べて要求度合い
が低くなるが，同じ傾向が見られる。学生の要求度合
いが他の二者よりも若干ではあるが高い。ここでは，
学生が精神保健に，保育所保母が発達心理学に，施設
保母が臨床心理学にそれぞれ強い関心を持っているこ
とがうかがえる。
③「保育の対象の理解に関する科目（保育・対象）」＜
発達心理学，教育心理学，臨床心理学，精神保健〉の
各科目についての三者の要求度合いの特徴としては，
精神保健についての学生の要求度合いがとくに高く
なっていることについては別に検証する必要があると
思われるが，保育所保母，施設保母の義成カリキaラ
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図3－1　保母養成力りキュラム「保
　　　　育・対象」についての三者の
　　　　要求度合い
?????????
??
　発違心理学敦育心理学　臨床心理学　精神保健
％学生　　團保育所保母　　囲施設保偲
図3－2　現職教育「保育・対象」に
　　　　ついての三者の要求度合い
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　　発達心理学　教育心理学　臨床心理学　精神保健
　囲学生　　圓保畜所保母　　圃施設保母
上で欠くことのできない内容を持つものであるという
意味から，現職教育においても継続的に学ぶ機会を設
定することが必要であろう。
④養成カリキnラム「保育・対象」＜小児保健，小児保
健実習，小児栄養，小児栄養実習〉の各科目について
の三老の要求度合いが図3－3である。また現職教育
についての三者の要求度合いが図3－4である。学生
は，どちらも小児保健，小児保健実習が極あて高く，
小児栄養，小児栄養実への闘心も大差なく強い。保膏
所保母，施設保母は，養成カリキュラムへの要求度が
強く，現職教育への関心は低い。また保育所保母の要
求度合いが施設保母に比べて若干高いe
　学生の要求度合いが高いのは，大学の様々な科目の
講義のなかでエソゼルプラソや保育制度の改革，構造
的で多様な保育・福祉；一ズなどに関する知識や祷報
を得る機会が多くあり，今後，低年齢時保育，病児保
育，子育て相談，乳幼児健康支援喜業など多様な窮業
図3－3　保母養成力りキュラム「保育・対象」につ
　　　　いての三者の要求度合い
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小児保漣　小児保健実習　　小児栄養
匿E学生　ii§保育所保億　圏施設保母
小児栄襲実習
ムについての要求度合いが学生よりも高くなっている
ことである。保育所保母，施設保母カミともに，養成カ
リキaラムひいては学生に対して，保育の対象への理
解が保母の今日的専門性として一層重要になってきて
いることを示唆しているといえよう。また保育所保母
が発達心理学と教育心理学に，施設保母が発達心理学
と臨床心理学にそれぞれ強い関心を持っていること
は，保育所と施設における具体的な利用者のニーズや
実践活動の違いを反映していると考えられる。また現
職教育にっいての保育所保母，施設保母の要求度合い
が低く出ているが，〈発達心理学，教育心理学，臨床心
理学，精神保健〉は多様な保育。福祉；一ズを抱えて
援助を必要としている利用者への，個別理解を深める
図3－4　現職教育「保育・対象」についての三者の
　　　　要求度合い
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　　　　　　囲学生　爵保育所保母　圏施段保偲
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にかかわることが想定できていて，小児保健や小児栄
義に関する知識・技術が保母の馴”j性としてかなり重
要になると考え，これらの科目への閨心が高くなって
いるのではないか。保育所保母，施’設保母のt現職教
育への要求度合いが低いのは，経験主義的に薄応でき
る範囲内であると受け止めていることによるかもしれ
ない。しかし保育所の都道府県別・年齢別入所児置数
の構成比（％）をみると，新潟県は，0歳児1．1（全国
3．3）1～2歳児13．7（同23．2）3歳児27．8（同23．6）
4歳児以上57，4（同49．8）となっていて，低年齢時保
育に取り組んでいる保育所が極めて少ない実態であ
i）　r保育所保母施設保母の，灘戯教育への要求度合
いを低くしていると推察できる。今後新潟県において
も各市町村がエソゼルプラソを策定し，上述したよう
な多様な亦業が展開されるとき，現職教育のなかに小
児保健や小児栄養に関する内容を組み込んでいくこと
が必須要件となウていくであろう。
　3）　「保育の内容・方法の理解に関する科目（保育・
　　内容）」
　　r保育の内容・方法の理解に関する科目（保育・内
容）」については，「保育の対象の理解に関する科目（保
育・対象）」についてと同様の観点から，図4－1，図
4－－2のく保育内容総論，健康，人間関係，環境，言
菊表現〉の各科目についての三者の要求度合いおよ
び，図4－3，図4－4のく乳児保育浮L児保育演習，
養護内容，障害児保育，児童文化，家庭管理〉の各科
目についての三者の要求度合いに分けて概観する。
①養成カリキュラム「保育・内容」〈保育内容総論，健
康，人間闘係，環境，言葉，表現〉の各科目について
の三者の要求度合いが図4－－1であるeまた現職教育
についての三者の要求度合いが図4－2である。〈保
育内容総論，健康，人間関係，環境，言葉，衰現〉は，
保母にとって日常的，具体的保育実践につながる保母
資格の専門科目として定着しているためか，三者とも
養成カリキaラムへの要求度合いが高く，学tlll，保育
所保母にそれが顕著である。現職教育については，保
育所保母と施設保母ともに，〈人間関係〉への要求度
合いが若干高くなっている。子どもや家族との関係性
をどうつくっていくかは今日の社会環境のなかで大切
な課題となっており，当然の傾向であるといえよう。
②獲成カリキaラム「保育・内容」〈乳児保育，乳児保
育演習，養護内容，障害児保育，児童文化，家庭管理〉
の各科目についての三者の要求度合いが図4－3であ
る。また現職教育についての三者の要求度合いが図
4－4である。学生は養成ガリキュラム，現職教育の
図4－1　保母養成カリキュラム「保育・内容」につ
　　　　いての三者の要求度合い
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囲施設保母
図4－－2　現職教育「保育・内容」についての三者の
　　　　要求度合い
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　　　　囲学生　　團保育翫保母　　圏施設保M
どちらについても，〈乳児保育浮し児保育演習，障害児
保育〉への要求度合いが顕著に高い．保育所保母，施
設保母は，〈乳児保育，乳児保育演習，障害児保育〉に
加えてく養護内容〉にも関心を示している。現職教育
について，保育所保母はく乳児保育，乳児保育演習，
障害児保育，養護内容〉のいずれににも同程度の関心
を持ち，施設保母はとくにく障害児保育〉に高い関心
を持っていることがわかる。保育所においては，乳児
保育，障害児保育へのニーズが高まっており，また施
設においては障害児とともに生活する状況にあり，要
求度合いが高くなるのは必然的なことであろう。障害
児保育に関しては，養成カリキュラム，現職教育のど
ちらにおいても，さまざまな障害の状況と具体的な援
助のあり方，関連する専門機関との連携の方法，ライ
フサイクルを見通した支援のあり方などについて，実
習を含めて学ぶ機会を準備する必要があろう。
　4）　「基礎技能（保育・技能）」「保育実習（保育・
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図4－3　保母養成カリキュラム「保育・内容」につ
　　　　いての三者の要求度合い
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乳児保笹　乳児保魅演習獲謹内客障害児保育　児童文化　家庭管理
囲学生　　團保育所保母　　曲施設保母
図4－4　現職教育「保育・内容」についての三者の
　　　　要求度合い
????????
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乳児保漣乳児保鯉演習装護内容燕害児保青児童文化　宗庭菅理
圏学生　　團保育所保母　　囲施設保母
　　実習）」
　養成カリキュラム「基礎技能（保育。技能）Gr保育
実習（保育・実習）」の各科目についての三者の要求度
合いが図5一工である。また現職教育についての三者
の要求度合いが図5－2である。「保育実習（保育・実
習）」については，各系列についての三者のi要求度合の
ところで述べたとおりである。「基礎技能（保育・技能）」
については「保育・内容」＜保育内容総論，健康，人間
関係，環境，言葉，表現〉と同様に，保母にとって日
常的，具体的保育実践につながるいわゆる保育技術と
して定着しているためか，三者とも養成カリキュラム
への要求度合いが高い。現職教育について，学生が他
の二者に比べて要求度合が高いのは，まだ基礎技能で
学んだ保育技術がまつ子どもとかかわるための重要な
図5－－1　保母養成カリキュラム「保育技能・実習」
　　　　についての三者の要求度合い
???????????
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　　基礎技能音楽　　造形　　　　僻f　　　保宥実輩
　　　　　圏学生　　團保育所母母　　置飽設保母
図5－2　現職教育「保育技能・実習」についての三
　　　　者の要求度合い
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　　基礎披能音楽　　　造形　　　　　体育　　　　保：育実習
　　　　　　囲学生　　爵保育所保母　圃施設保母
専門的技術という段階にあり，こういった要求度合が
出てくることは予測できる。基礎技能に関しては要求
度合が他の系列に比較して高いこともあり，養成カリ
キュラム，現職教育のどちらにおいても，今日，保母
の実践活動の揚が，児童館や学童保育クラブ，障害児・
者施設，高齢者施設に広がっている状況の中にあって，
その内容も，従来からの保育所での活動を前提にした
ものだけではなく，利用者の違いやニーズに対応でき
る幅広い内容が求められていることを意図したものに
していく必要があろう。
　5）　「社会福祉各論（社会福祉・理論）」「介護福祉
　　に闘する科目（介護福祉）」
　「社会福祉各論（社会福祉・理論）」「介護福祉に関
する科目（介護福祉）」であげたく老人福祉論，障害者
福祉論，地域福祉論，公的扶助論，社会保障論，介護
概論〉は，厚生省の告示・通知科目にはない。しかし
今日の保育・福祉ニーズの多様化に対応できる専門的
資質，力量を持った保母を確保するために，必要不可
欠な教科目として，保母養成教育のなかに組み込んで
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いくことが求められているのではないかという間題意
識から調査，概観するものである。
①礎成カリキ．＝ラム「祉会福祉各論（社会字融ll・理論）」
　r介謹福祉に関する科EI（介護福祉）」の各科目につい
ての三岩の要求度合いが図6－1である。学生は，高
齢化社会にあって，利用者への社会的支援のあり方が
直接的でJl、体的な老人福祉論，障薯者福祉論，介護概
論への要求度合が高く，幅広く社会的支援システムの
あり方についての考察を深める，土也域福祉論公的扶
助臨社会保障論へのIYJ心OMISい。保育所保母は，学
生とほぼ同じ傾向であるが，保育所が地域のなかで子
育て支援センターとしての役割を持つようになりつつ
ある今痢の社会状況を反映してか，地域福祉論への闘
心が高くなっている。一・方施設保母は，老人福祉論，
障害諸福祉論，介護概論への関心を明確に持ちっっ，
地域福祉論，公的扶助論，社会保障論への要求度合が，
学生，保育所保母の二者に比ぺて高くなっているとい
う特徴がある。施設保偲にはとく量こ幅広い社会福祉の
理念，制度，サービスの体系，社会的支援システムの
あり方について理解が求められているといえよう。今
後，保母養成教育のあり方を考えていくにあたり，保
母の活動範囲が拡火しているという状況にあることも
含めて，厚生省の告示・通知科目のなかに明確に位置
づける方向で検討していかなければならない。
②現職教育「祉会福祉各論（社会福祉・理論）」「介護
福祉に関する科鼠（介護福祉）」の各科目についての三
者の要求度合が図6－2である。
　三三者とも数値がかなり低くなっているが，養成カリ
キュラムについての要求度合と同様の傾向を示してい
る。特徴的なことは，施設保母の要求度合が，学生と
比較して障害者福祉論以外の科目が総じて高い，保育
所保紐と比較するに至ってはいずれの科目も高くなっ
図6－1　保偉養成カリキュラム「社会福祉・理論」
　　　　についての三者の要求度合い
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図6－2　現職教育「社会福祉・理論」についての三
　　　　者の要求度合い
1．8
1．6
ユ．4
ユ，2
o．8
　o　　　老人福祉酋師害樹磁酋地域福祉論公的扶助論社会保障論　介裏騒
　　　　　　　1搦学生　　睡保育所保母　　囲施設保母
ていることである。〈老人福祉論，障害渚福祉論，地域
福祉論，公的扶助論，社会保障論，介護概論〉の各科
目は，いずれも流動的な社会的環境のなかにあって，
そのあり様は一定ではなく常に変化していくものであ
り，また同様に変化していく保育・福祉a一ズに応え
られる福祉専門職者であるためにも，現職教育の中に
逐次組み込んでいく必要があろう。
　6）　「社会福祉援助技術に関する科目（社会福祉・
　　技能）」「介護福祉に関する科目（介護福祉）」
　「社会福祉援助技術に関する科目（社会福祉・技能）」
　r介護福祉に関する科目（介護福祉）」であげた〈社会
福祉（援助技術）総論，社会福祉（援助）技術1，社
会福祉（援助）技術2，社会福祉（援助技術）実習：
この4科目は社会福祉士の指定科目の内容，介護技術，
介護実習〉は，〈老人福祉論，障害者福祉論，地域福祉
論，公的扶助論，社会保障論，介護概論〉と同様に，
厚生雀の告示・通知科目にはない。しかしやはり同じ
観点，問題意識から調査，概観するものである。
①養成カリキュラム「社会福祉援助技術に関する科目
（社会福祉・技能）」「介護福祉に関する科目（介護福
祉）」の各科目についての三者の要求度合いが図7－1
である。三者とも他の系列の科目に比較して要求度合
の数値は低い。とくに学生は，介護福祉の科目以外は，
他の二者に比ぺて低くなっており，他の系列にはみら
れなかった特徴であるeしかし保育所保母施設保母
はともに，いずれの科目にっいても同程度の関心を示
しており，保育所を含めて児童福祉施設全般において
相談援助や介護に関する業務がその専門職性として求
められていて，それに対応していくために，保母養成
教育のなかに専門科目として組み込まれることへの切
実な要講があることが推察できる。
②現職教育「社会福祉援助技術に関する科目（社会福
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図7－1　保母養成カリキュラム「社会福祉・技能」
　　　　についての三者の要求度合い
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図7－2　現職教育「社会福祉・技能」についての三
　　　　者の要求度合い
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祉・技能）」「介護福祉に関する科目（介護福祉）」の各
科目についての三者の要求度合いが図7－2である。
学生の要求度合は，養成カリキュラムと同様の傾向で，
他の系列に比べても数値はかなり低い。施設保偲は，
「社会福祉援助技術に関する科目（社会福祉・技能）」
「介護福祉に関する科目（介護福祉）」のいずれの科目
についても高い要求度合を示している。施設保母が
ソーシャルワーrb　一としての専門的資質，力丑を期待
されている事がうかがえる。保育所保母の社会福祉技
術1，介護i技術への要求度合が高いことも含めて，保
育所保母，施設保栂二者の現職教育への＝一ズが一層
顕著であることを踏まえ，保母養成校が今後，養成カ
リキュラムと現職教育のなかに明確に位置ずけていく
ことが早急に果たすべき与えられた課題であろう。同
時に養成校で学ぶ学生に対して，保育者に求められて
いるソーシャルワーカーとしての専門的資質，力量に
ついて啓発し，さらに具体的な援助のあり方について
学ぶ機会を意図的，積極的に準備していかなければな
らない。
IV　結 び
　これまで調査結果をもとに，現在の保母養成教育の
あり方が，今日の往会状況の中で，複雑多様化，高度
化，個別化する保育・福祉ニーズに対応できる内容に
なうているのかということに焦点をあてて考察してき
た。そのなかで明らかになったことは，厚生省が定め
ている，現在の保母養成の教育課程の内容は，今日出
現している保育・福祉ニーズ，ひいてはその多様化し
ている保育・福祉ニーズに真に応えようと真摯に学び，
あるいは日々の実践活動を展開している学生，保育灰
保母，施設保母の福祉専門職者としてのニーズに対応
できる構成にはなっていないということがあげられ
る。多様な保育・福祉a一ズに真に対応できる社会福
祉専門職者としての保育者を養成していくためには，
社会福祉士や介護福祉士など他の福祉専門職の養成教
育のあり方や付加される専門的資質・力量に学びつつ，
社会福祉士や介護福祉士と専門的理念，知識，技術，
倫理綱領などについて共有し，連携できる内容を持っ
た社会福祉の専門科目と関連科目の開設について早急
に検討し，改善すべきであろうeとくに，これからは，
子ども，家庭，地域の多様な保育・福祉ニーズをコー
ディネートしていくことができるソーシャルワーカー
の専門性を学ぶことが急務となろう。
　また保母資格取得者の進路，いわゆる実践活動展開
の場が多様に拡大してきている状況も含めて，保母を
とりまく今日的状況を概観するとき，はたして2年間
という短い養成期間で，援助を必要としている多くの
人々が持つ問題を多面的にとらえ，向き合う人々の心
のいたみや悲しみを受容，共感しつつ生きることを支
えていく，人間としての深い感性と幅広い専門性を
持った保母を養成することが可能なのかについて検討
することも重要な課題である。
　本学生活科学科生活福祉専攻においては，上述の状
況に薄応すべく平成8年度より社会福祉の専門科目と
関連科目を開設したところであるが，現状にとどまる
ことなく，卒業後の現職教育をも念頭においた，社会
的要請に応えることができる保母養成のあり方につい
て一層の論議を重飽ていく必要があろう。
＊本研究は，平成7年度の県立新潟女子短期大学　学
内共同研究費の交付を受けて行われたものの一部であ
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